
 

令和６年度 第１回山形市男女共同参画審議会 
会 議 次 第            

 

                    日 時 令和６年６月１２日（水）        

                        午前９時００分～１０時３０分 

                  場 所 山形市男女共同参画センター「ファーラ」 

                      ５階 視聴覚室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ 企画調整部長あいさつ 

 

４ 会長あいさつ 

 

５ 報 告 

令和５年度男女共同参画事業報告について  資料１ 

 

 

６ 協 議 

令和６年度男女共同参画事業計画（案）について  資料２ 

 

 

７ その他 

 

 

 

８ 閉 会 
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令和５年度 男女共同参画事業報告について 

 

１ 男女共同参画の推進 

（１）山形市男女共同参画審議会の開催  

山形市男女共同参画推進条例に基づいて、男女共同参画施策の推進について審議するため、

「山形市男女共同参画審議会」を２回開催した。 

第１回 令和５年６月６日（火） 

第２回 令和５年１２月１５日（金） 

 

（２）山形市男女共同参画推進本部による推進 

男女共同参画社会の実現を図るため、庁内に設置している「山形市男女共同参画推進本部（本

部長：副市長）」において、令和４年２月に策定した第４次山形市男女共同参画計画「いきいき

山形男女共同参画プラン」を総合的に推進した。 

①第４次「いきいき山形男女共同参画プラン」の進捗状況調査報告 

令和４年度事業の状況について、全庁的な調査及び評価を行い、評価結果を山形市男女共同参

画審議会に報告し、広報やまがた１２月１日号及び市ホームページで公表した。 

   ・広報やまがた掲載内容 

基本目標Ⅰ【男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり】 

指 標 名 
プラン策定時の状況 令和４年度 目標値 

年度 数値 数値 令和８年度 

男女共同参画センター会議室等利用率 Ｒ元 63.4％ 36.7% 65% 

基本目標Ⅱ【あらゆる分野での男女共同参画の実現】 

指 標 名 
プラン策定時の状況 令和４年度 目標値 

年度 数値 数値 令和８年度 

市の審議会等委員に占める女性委員の割合 
（うち行政機関等の充て職を除いた女性委員の

割合） 
Ｒ２ 

30.0％ 

(35.3%) 

27.0% 

(32.9％) 

40% 

(50％) 

女性人材バンク登録者数 Ｒ２ 75 人 78 人 100 人 

山形県防災士養成講座を受講し、防災士資

格を取得した女性の数（市在住者） 
Ｒ２ ５人 19 人 11 人 

基本目標Ⅲ【安全・安心な暮らしの実現】 

指 標 名 
プラン策定時の状況 令和４年度 目標値 

年度 数値 数値 令和８年度 

男女共同参画センターが実施した小中学生

向け出前講座「いのちの学習」の実施校 
Ｒ２ ４校 ５校 ５校 

 

②審議会等における女性委員推進に向けた取組み 

改選時期の審議会等を所管する担当課等に女性委員の積極的な推進を図るよう、チェックシー

トを活用し全庁的な呼びかけを行った。 

 

③市職員向け「男女共同参画ニュース」の発行 

職員の男女共同参画に関する理解を更に深めるため、庁内の情報ネットワークシステムを活用

し、６月と１１月に男女共同参画に係る情報の提供を行った。 

 

（３）市民団体との連携推進 

男女共同参画のまちづくりに向けて活動する市民団体の育成及び相互交流の促進を図った。 

資料１ 
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①女性団体の育成 

市民や行政との連携を図り、「男女共同参画のまち山形」の実現を目指して活動する女性団体

の活動を支援した。 

・山形市女性団体連絡協議会運営費補助金 ６００千円 

 

②ファーラ市民企画講座の実施 

   広く一般市民を対象とした男女共同参画社会実現を目的として開催する講座等を行う市民団体

４団体６講座に対し、講座の周知広報、経費等の支援を行った。 

 
実施団体 開催日 補助額 

（円） 目的 講師 

１ 

映画で男女共同参画を考える会 Ｒ５．11.２6（日） 

49,335 円 
「性」表現に携わるさまざまな人々の活動や人生哲学を取り上

げた映画を上映することで、真の男女共同参画社会、真の共生

社会を実現するヒントを探る。 

実施団体 

２ 

 

やまがたイグメン共和国 Ｒ5．12.16（土） 

50,000 円 

親のイライラ、表情を敏感に感じ取る子どもと一緒に、ボード

ゲームを使って楽しく会話できる機会をつくり、また、アンガー

マネジメントを通じて親子の笑顔を増やし、親子の関係性向上、

父親の育児参画を促進する。 

や ま が た ボ ー ド

ゲーム協会会長 

R6.1.21（日） 

日本アンガーマネ

ジメント協会東北

支部長 

３ 

 

山形大学月山マイスターの会 Ｒ5．１２．17（日） 

29,670 円 
月山マイスターから、月山に関してこれまで学んできた内容を

発表し、仲間と学ぶことを通して生涯学習への意欲喚起と社会

活動へ参加を促す。 

山形大学理学部

教授ほか 

R5.12.24（日） 

実施団体 

４ 

ヤマガタ防災・減災Ａｃｔｉｏｎ！ Ｒ6．１．２7（土） 

17,449 円 
日常の男女共同参画の課題が災害時にどのように変化するのか。

被災地の実例を元にした防災ゲームを体験し、社会参画の中で男

女共同参画の視点の重要性を学び、防災力を上げる。 

実施団体 

 

（４）山形連携中枢都市圏連携事業による広域活用 

連携中枢都市圏連携事業により、山形市、寒河江市、上山市、村山市、天童市、東根市、尾花

沢市、山辺町、中山町、河北町、西川町、朝日町、大江町、大石田町の７市７町によるセンター

の広域活用を行い、圏域全体での男女共同参画意識の高揚を図った。 

・ファーラ利用状況 

 
利用総数 

 連携市町 

講座受講者数（人） １，４４５ ４０ 

相談件数（件） ６０８ ５７ 

貸館利用団体数 ５３０ ５０ 

図書貸出人数（人） ６９ ３ 
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２ 男女共同参画計画の推進 

（１）市の審議会等委員への女性の参画推進 

政策・方針の意思決定過程での女性の参画を進めるため、市の審議会等委員に占める女性委員

の割合を４０％（行政機関等の充て職を除いた女性委員の割合を５０％）を目標値とした。 

①女性委員の参画状況調査の実施 

審議会等委員における女性委員の参画状況について調査を実施するとともに、選任・改選時期

が近づく審議会等については、「チェックシート」を活用し、女性委員の選任等に向けた意識

付けを図った。（令和６年３月３１日現在 女性委員の比率 ２７．５％） 

・参画率の推移                       ※基準日：３月３１日現在 

調査年 

審議会 審議会委員 

審議会 

総数 

女性委員

を含む 

審議会数 

女性委員を含

む審議会比率

（％） 

委員総数 

（人） 

うち 

女性委員 

（人） 

女性委員 

の比率（％） 

Ｈ３１ ３７ ３７ １００．０ ６２５ １８７ ２９．９ 

Ｒ２ ３８ ３８ １００．０ ６４８ ２０２ ３１．２ 

Ｒ３ ３８ ３７ ９７．４ ６４９ １９５ 
３０．０ 

（３５．３） 

Ｒ４ ３８ ３７ ９７．４ ６５８ １９７ 
２９．８ 

（３３．８） 

Ｒ５ ３８ ３８ １００．０ 
６６２ 

（４９５） 

１７９ 

（１６３） 

２７．０ 

（３２．９） 

Ｒ６ ３９ ３７ ９４．９ 
６６２ 

（４９５） 

１８２ 

（１６４） 

２７．５ 

（３３．１） 

※かっこ内は充て職を除いた数値 

 

・令和６年３月３１日現在 審議会等委員内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

×

×

計（市長除く） 662 480 182 40%

☆区分について
　Ａ…市の裁量あり　Ｂ…市の裁量は及びにくいが、女性推薦を働きかける　Ｃ…市の裁量なし

計（充て職等除く：区分Ａ＋Ｂ） 495 331 164 50% 33.1%

27.5%

×

9.3%

市議・市職員 92 81 11 12.0%

関係行政機関
Ｃ

75 68 7

173 117 56

35.4%

161 79
50% 32.7%

×

知識・経験を有
する者

（担当部署による選
任）

80 53 27

（各団体等への依
頼による選任）

Ｂ
240

公募
Ａ

2 0 2
50%

関係団体等

目標値 女性委員割合

市長 Ｃ 4 4

委員の内訳 区分☆ 計(人) 男性(人) 女性(人)
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・女性委員比率別審議会一覧（令和６年３月３１日現在）  

女性委員比率 審議会数 審議会の名称（順不同） 

４０％以上 
１３ 

（３３.３％） 

・男女共同参画審議会 ・男女共同参画センター運営委員会 
・消費生活審議会  ・個人情報保護制度運営審議会 
・情報公開・個人情報保護審査会  ・環境審議会 
・清掃問題審議会  ・働く女性の家運営委員会 
・子ども・子育て会議  ・森林整備推進協議会 
・開発審査会  ・総合学習センター運営協議会 
・市立図書館協議会 

４０％未満 
２６ 

（６６.７％） 

・行政不服審査会  ・指定管理者選定評価審査委員会 
・防災会議  ・国民保護協議会  ・文化財保護委員会 
・郷土館運営協議会  ・スポーツ推進審議会 
・住居表示委員会 ・交通安全対策会議  
・国民健康保険運営協議会 
・予防接種健康被害調査委員会  ・感染症診査協議会 
・社会福祉審議会  ・民生委員推薦会 
・老人ホーム入所判定委員会  ・介護認定審査会 
・障害支援区分判定審査会 
・公設地方卸売市場取引委員会  ・都市計画審議会 
・景観審議会  ・建築審査会  ・水防協議会 
・自転車等駐車対策協議会  ・社会教育委員 
・青少年問題協議会  ・少年自然の家運営協議会 

 

・（充て職除く）女性委員比率別審議会一覧（令和６年３月３１日現在）  

女性委員比率 審議会数 審議会の名称（順不同） 

５０％以上 
８ 

（２０.５％） 

・男女共同参画審議会 ・男女共同参画センター運営委員会 
・郷土館運営協議会 ・消費生活審議会   
・個人情報保護制度運営審議会  ・環境審議会 
・働く女性の家運営委員会・市立図書館協議会 

５０％未満 
３１ 

（７９.５％） 

・行政不服審査会  ・指定管理者選定評価審査委員会 
・防災会議  ・国民保護協議会  ・文化財保護委員会 
・スポーツ推進審議会  ・住居表示委員会 
・交通安全対策会議  ・情報公開・個人情報保護審査会 
・国民健康保険運営協議会 
・予防接種健康被害調査委員会  ・感染症診査協議会 
・清掃問題審議会  ・社会福祉審議会 
・民生委員推薦会  ・老人ホーム入所判定委員会 
・介護認定審査会  ・障害支援区分判定審査会 
・子ども・子育て会議  ・森林整備推進協議会 
・公設地方卸売市場取引委員会  ・都市計画審議会 
・開発審査会  ・景観審議会  ・建築審査会 
・水防協議会  ・自転車等駐車対策協議会 
・総合学習センター運営協議会  ・社会教育委員 
・青少年問題協議会  ・少年自然の家運営協議会 

 

②女性委員比率の見込み 

審議会等委員への女性の登用については、部等ごとに女性委員比率の数値目標（毎年度末）を設

定した年次計画を作成し取組みを進めている。また、市の裁量で委員の人選が可能な場合につい

ては、女性委員を積極的に選任するよう周知した。 

年次計画 令和４年３月末 令和６年３月末 
令和８年３月末 

【令和４年度調査】 

審議会等 

女性委員比率（％） 

２９．８ 

（３３．８） 

２７．５ 

（３３．１） 

３２．０ 

（３８．３） 

                           ※かっこ内は充て職を除いた割合 
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③女性人材バンクの整備・活用 

市の審議会等の委員又は研修会の講師等としてふさわしい女性の人材バンクを整備し、各課へ

情報の提供を行った。 

・登録者  ６４名（令和６年３月末日現在） 

・情報提供 審議会等委員の改選に係る情報提供 ２件 

 

（２）公民連携による女性人材育成事業（別紙①） 

～まち、わたし、きらめく Women‘s Campus山形～ 

①目的 

近年、山形市から県外への転出超過が続いており、特に若年女性の人口流出が顕著となるな

ど、若年女性の地元定着が地域課題となっている。そこで、山形市で生活する女性が抱える悩み

や課題を、自ら解決することを目指す探求型プログラムを実施することにより、地域で活躍する

女性リーダーを養成し、“女性が輝くまち山形”の実現及び若年女性の地元定着を図る。 

なお、この事業は、資生堂ジャパン株式会社から寄附をいただいた企業版ふるさと納税と、資

生堂株式会社がもつ女性活躍支援のノウハウ、および山形市と包括連携協定を締結している株式

会社Ridilover(リディラバ)が持つ人材育成のノウハウを活かし、公民連携で実施した。 

 

②事業内容 

・企業等の経営者向けのセミナーや、組織のトップとして活躍している女性を招きトークイベ

ントを開催し、女性活躍推進のための意識高揚を図った。 

 開催日 内容 講師 受講者数 

１ 
令和５年 

5 月 2５日(木) 

女性活躍推進 

トークイベント 

・パネリスト 

株式会社資生堂 副ＣＰＯ 芦田 恵美子 

東北電化工業株式会社 代表取締役社長  

會津 圭一郎 

山形市 井上 貴至副市長 

・事前説明会 

4０社 

９５名 

・女性が抱える悩みや課題を自ら解決することを目指す探求型プログラムのワークショップを実施 

 開催日 内容 参加者数 

１ 
令和５年 

6 月２９日(木) 

・自己紹介ワーク  ・課題意識の共有 

・ビューティーセッション（資生堂ジャパン提供） 
19 名 

２ 7 月 2７日(木) 
・山形市職員との対話 

・グループディスカッションワーク 
1９名 

３ 
8 月 2６日(木) 

～2７日（金） 

・ＴＯＫＹＯスタディトリップ 

 グループのテーマに合った団体活動の見学・体験、関係者と

の意見交換 

【訪問先】㈱ＣＯＥＯ、富士通㈱、ＮＰＯ法人マドレボニータ 

【講演】㈱Ｗｉｌｌ Ｌａｂ 代表取締役 小安 美和 

1８名 

４ 9 月 2８日(木) ・グループディスカッション １９名 

５ 10 月 2６日(木) 
・山形市職員との対話 

・グループディスカッション 
1９名 

６ 11 月２４日（金） ・グループディスカッション 19 名 
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７ 
令和６年 

1 月２５日(木) 

・活動発表会 

 各グループ活動の経緯や成果を共有し、得られた学びや課

題を再認識することにより、事業参加女性の人材育成効果を

高める各グループ発表（市民公開） 

８６名 

８ 2 月１６日(木) 

・ミートアップ・交流会 

 令和４年度参加者が、昨年度の活動の取組で得た学びを活

かしたグループ活動の成果を発表し、また、市民の方及び令和

５年度参加者との交流の場を設けた。 

・ビューティーセッション（資生堂ジャパン提供） 

３６名 

 

（３）男女共同参画意識の啓発   

①情報紙「ファーラ」の発行 

男女共同参画社会の形成を目指して、男女共同参画に係る様々な情報を広く提供するため、 

３月に３，６００部を発行し、関係機関等に周知した。 

（配置場所）市役所、男女共同参画センター、各公民館・コミュニティセンター、市立図書

館、霞城セントラル、子育てランドあ～べ、高齢者交流サロン等 

（送付箇所）市内の従業員５人以上の事業所、市内各小・中学校、男女共同参画関係機関等 

 

②小・中学生用男女共同参画学習資料の配布 

小・中学校における男女共同参画を啓発するため、小学１・４年生、中学１年生を対象とした

男女共同参画学習資料「きらり かがやいて」を市内小・中学校へ配布し、道徳等の授業のほ

か、家庭でも活用するよう促進を図った。 

・発行部数及び活用状況 

対象学年 発行部数 活用状況・割合 

小学１年生 ２，６００部 ３７校中 ３７校 （１００．０％） 

小学４年生 ２，６００部 ３６校中 ３６校 （１００．０％） 

中学１年生 ２，６００部 １５校中 １５校 （１００．０％） 

    ※対象児童・生徒がいない学校は、活用校数に含めない。 

 

③広報やまがたによる周知啓発 

   広報やまがた６月１日号、１２月１日号に男性育休制度について掲載し、周知を図った。 

 

（４）イクボス制度の啓発 

   男女がともに働きやすい・働きがいのある職場環境の整備を促進するため、イクボス制度に関

する啓発を図った。 

  ①山形市役所管理職によるイクボス宣言の実施 

  ②広報やまがた、情報紙等によるイクボス制度の周知啓発 

   参考：山形市役所の男性職員の育児休業取得率 
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（５）ＤＶ防止及び支援対策 

①ＤＶ対策庁内連絡会議の開催 

開催日時 令和５年６月２３日（金） 

対象 ＤＶ相談に対応する庁内のおもな関係課等の担当者 

内容 ＤＶに係る問題の把握と情報交換に関すること、他市での情報漏洩の案件等を情報共有

するとともに、連携の確認とＤＶ被害者に対する適切な支援、取組みの推進を図った。 

・令和５年度ＤＶ相談実績 

相談件数 ３００件 対前年比 △７件 

相談人数 ２３８人 対前年比 △７人 

内

訳 

男性 ２３人 対前年比 ８人 

女性 ２１５人 対前年比 △１５人 

 

②相談窓口担当者研修会（ＤＶ被害者から相談を受ける市職員のスキルアップ）の開催 

開催日 内容 講師 受講者数 

令和５年 

１2 月 8 日(金) 

性暴力のない社会に～相談を

受けるために知っておくこと

～ 

公益社団法人やまがた被害者支援 

センター 

犯罪被害相談員・公認心理師 

片山 枝美 

２７名 

 

③ＤＶ防止の啓発 

様々な機会をとらえてＤＶ防止啓発のパンフレット等を配布するとともに、「女性に対する暴

力をなくす運動」週間（１１月２１日～２５日）に合わせ、市職員管理職によるパープルリボ

ン着用の取組みやＤＶ防止啓発パネル展示等により広く啓発を行った。 

・パープルリボンツリー・パネル展示 

市役所１階エントランスホール      令和５年１１月２０日（月）～２４日（金） 

男女共同参画センター４階交流コーナー  令和５年１１月１２日（日）～２５日（土） 

   ・ＤＶ防止啓発グッズ・啓発リーフレットの配布 

市内各高校、大学、学習施設（マナビー）に啓発リーフレット・ＤＶ相談カード入りポ

ケットティッシュを配布 

   ・市民向けＤＶ防止講座の開催 

開催日 内容 講師 受講者数 

令和５年 

１１月１７日(金) 

"自分らしく生きるために 

～知ることからはじめるＤＶ

防止講座～" 

上町カウンセリングオフィス 

代表 臨床心理士 永田 悠芽 
6 名 

 

④男性・男児のための性暴力被害者ホットラインの周知 

   広報やまがた１１月１５日号に掲載し、周知を図った。 

 

（６）性の多様性に関する理解促進への取組み 

多様な生き方、多様な性を互いに認め合い、尊重できる社会づくりのため、性の多様性に関す

る理解促進を図った。 

①市民リーフレット 

   性の多様性に関する啓発用リーフレットを市有施設、市内小・中・高等学校に配布し、市民の

理解促進を図った。 
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②性の多様性に関する図書コーナーの充実 

   男女共同参画センター性の多様性関連書籍数 ９４冊（令和５年度末） 

 

③性の多様性に関する理解促進講座の開催 

   ・市民向け講座 

開催日 内容 講師 受講者数 

令和６年 

３月２１日(木) 

性の多様性 理解促進講座 

～学ぼう！性の多様性  

よりよい相互理解のために～ 

山形大学人文社会科学部 

教授 池田 弘乃 

22 名 

（うちオンラ

イン 8 名） 

・市職員向け研修会 

開催日 内容 講師 受講者数 

令和５年 

９月２７日(水) 

多様な性と日本社会の課題：

理解増進法成立を受けて 

山形大学人文社会科学部 

教授 池田 弘乃 
６３名 

 

④学習資料の配付 

 令和５年度配付分から中学１年生用の男女共同参画資料に、性の多様性に関する内容を掲載

し、理解促進を図った。 

 

⑤性的マイノリティに関する実態把握 

   性的マイノリティ当事者への聴き取り調査（当事者：２名）を実施 

 

３ 男女共同参画宣言都市事業 

（１）男女共同参画に関する作品募集 

男女共同参画に関する作品（一行詩）の募集を通して、男女共同参画に対する市民の理解促進

と宣言都市としての気運の醸成を図った。 

入賞者には記念品贈呈を行い、入賞作品のリーフレット・ポスターを作成のうえ市有施設等に

設置するとともに広報やまがた、市ホームページで周知を行った。 

 応募作品 入賞作品 最優秀賞 優秀賞 入選 佳作 

大学・一般の部 １４５ ８ １ ２ ５ ０ 

中学・高校の部 ８０８ ２２ １ ３ １０ ８ 

 

（２）男女共同参画宣言都市関連事業 

   ①男女共同参画週間（６月２３日～２９日）にあわせたパネル展示 

場所：市庁舎１階エントランスホール、男女共同参画センター ４階 

 

②男女共同参画宣言都市記念講座の開催 

開催日 内容 講師 受講者数 

令和５年 

６月３０日(金) 

紫式部の社会を見る目 

―漢文学から得たもの― 

東北文教大学短期大学部  

名誉教授 熊谷 義隆 
３８名 

 

③法律相談「女性の権利１１０番」の実施（共催：山形県弁護士会） 

実施日 令和５年６月２７日（火） 会場 男女共同参画センター 

     相談件数 ５件（面談０件、電話５件） 
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４ 男女共同参画センター事業 

（１）学習事業 

第４次「いきいき山形男女共同参画プラン」に基づき事業を実施した。 

また、介護や育児等で来所が難しい方向けに、オンラインでの参加も可能とする講座を開催した。 

①自主企画講座 

種別 実施状況 受講者数 

女性学講座 １回  
３６名  

（うちオンライン１１名  

エンパワーメント講座 ３回  ４８名  

男女共同参画講座 ２回  ２７名  

イクメン・カジメン・イクジイ講座 ３回  
５４名 

（親子２４組） 

育児サークル交流研修会 ３回  ４２名  

ＤＶ防止講座（再掲） １回  ６名  

女性活躍推進講座 １回  ５名  

働く女性の講座 ３回  ９名  

健康講座 ４回  
９７名  

（うちオンライン１３名） 

性の多様性に関する理解促進講座（再掲） １回  
２２名  

（うちオンライン８名） 

男女共同参画宣言都市記念講座（再掲）  １回  ３８名  

計 ２２回 
３８４名  

（うちオンライン３２名） 

 

②出前講座 

・小・中学生向け出前講座 

学校・学年 受講者数 学校・学年 受講者数 

第十小学校４年生 ７１名  第二中学校３年生 １５６名  

南小学校６年生 ７９名  第七中学校１年生 １１１名  

金井小学校４年生 １１４名  第十中学校３年生 ２１８名  

宮浦小学校６年生 ５１名  合計 ８００名  

 

・事業所向け出前講座 

事業所名 内容 受講者数 

株式会社大平ホテル コミュニケーション研修 １３名  

株式会社三栄本社 
ワーク・ライフ・バランス、ハラス

メントの基礎 
２５名  

株式会社クリーンシステム 社員コミュニケーションスキル向上 １６名  

医療法人社団楽聖会 あかねヶ丘

ケアセンター 
接遇マナー講座 ４５名  

株式会社伊藤熱処理 
働きやすい職場をつくるためのコ

ミュニケーション 
１８名  

東日本エンジニアリング株式会社 アンコンシャスバイアス ７６名  
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健康保険組合連合会山形連合会 ＡＩアシスタントとの対話体験 １１名  

株式会社ヤマコー ハラスメントについて ２４名  

山形市管工事協同組合 
組合員（女性）のコミュニケーショ

ン向上 
３１名  

 

・ファーラ市民企画講座の実施（再掲） 

４団体６講座 受講者数１９０名 

 

（３）市民活動支援事業 

①ファーラ市民企画講座（再掲） 

②貸館（貸室）事業実績 

年度 
利用者数 

（人） 

 

男性（人） 女性（人） 

令和３年度 ４，５６８ １，４０９ ３，１５９ 

令和４年度 ６，１３２ １，９６３ ４，１６９ 

令和５年度 ５，６１４ １，５８３ ４，０３１ 

 

（４）相談事業 

  ①一般相談（女性カウンセラーによる心の健康、夫婦、親子に関する相談） 

【実施日等】開館日毎日、週２７時間、予約制            

年度 相談件数（件） 
相談人数 
（人） 

 

男性（人） 女性（人） 

令和３年度 ２８２ ２０１ ３５ １６６ 

令和４年度 ３９１ ２２１ ３９ １８２ 

令和５年度 ４９０ ２６６ ４７ ２１９ 

 

②法律相談（弁護士による離婚、相続、損害賠償等に関する各種相談） 

【実施日等】毎月第２・第３・第４金曜日、１６時～１８時、予約制 

年度 相談件数（件） 
相談人数 
（人） 

 

男性（人） 女性（人） 

令和３年度 １１３ １１３ ５４ ５９ 

令和４年度 １１１ １１１ ３７ ７４ 

令和５年度 １１８ １１８ ３９ ７９ 

 

③女性の健康相談（助産師による女性の思春期から更年期までの身体と心の相談） 

  【実施日等】随時 

年度 相談件数（件） 

令和３年度 ６８ 

令和４年度 ６４ 

令和５年度 ４５ 
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（５）生理用品の無償配付 

    経済的な理由などで生理用品の購入が困難な市内在住の女性に無償で配付した。 

    ・配付方法 男女共同参画センター窓口への申し出による 

    ・配付実績 ７３件 

 

（６）情報収集提供事業 

図書、ＤＶＤ、全国男女共同参画関連施設情報誌等の収集・提供 

年度 蔵書数（冊） 
貸出実績 

人数（人） 冊数（冊） 

令和３年度 ５，２３３ ５３ １３５ 

令和４年度 ５，１７２ ６８ １１３ 

令和５年度 ５，２４０ ６９ １１８ 

 

（７）交流事業 

    男女共同参画センター４階の交流コーナーを開放 

年度 
利用者数 

（人） 

 

男性（人） 女性（人） 

令和３年度 １，３３２ ６２９ ７０３ 

令和４年度 １，５７９ ６５９ ９２０ 

令和５年度 ３，５５１ １，８３７ １，７１４ 

 

＜参考＞男女共同参画センター利用状況 

年度 
利用者数 

（人） 

 

男性（人） 女性（人） 

令和３年度 ６，７９５ ２，１９４ ４，６０１ 

令和４年度 ８，５１４ ２，７８６ ５，７２８ 

令和５年度 １０，１６７ ３，７３４ ６，４３３ 

※講座受講者（出前講座受講者除く）・貸館利用者・相談利用者・交流コーナー利用者の合計 

※利用者数 前年比１１９％（１，６５３人増） 
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〇プロジェクトの概要 

 

 

 

 

 

 

 

〇令和５年度事業内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事業の成果                                                                                    〇今後の取り組み 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                 

 

 

 

 

公民連携による女性人材育成事業について 

・ビューティーセッション 

（資生堂ジャパン提供） 

・東京スタディトリップ（8月・1泊2日） 

訪問先：㈱COEO,富士通㈱,NPO ﾏﾄﾞﾚﾎﾞﾆｰﾀ 

講演：㈱WillLab小安美和氏 

 

・市職員との対話 

 

日時：5月25日（木）14:00～ 

場所：山形テルサ アプローズ 

内容：㈱資生堂 人財本部副ＣＰＯ 芦田恵美子氏 

東北電化工業㈱代表取締役社長 會津圭一郎氏、 

井上副市長 によるトークセッション   など

参加者：95名（40社・団体） 

活動発表会 

日時：1月25日（木）15:00～ 

場所：市総合福祉センター 

交流ホール 

内容：グループ活動の経緯や成

果を発表・共有。得られ

た学びや課題の再認識 

参加者:67名（26社・団体)  

 

 

 

 

 

ミートアップ・交流会 

日時：令和6年2月16日（金） 

場所：山形市総合福祉センター 会議研修室Ⅰ 

内容：1期生が、昨年度の活動の取組で得た学びを

活かしたグループ活動の成果を発表。また、

2期生、市民の方との交流の場を設ける。 

 参加者:36名 

 

 

女性活躍・出産育児・子育てなど、これまで取り組んできたテーマに沿っ

て、課題を改めて整理し、企画・実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・女性人材育成事業で指標としている令和5年度のおける短期成果指標及び評価 

指標 実績値 目標値 評価 

1 事業への関与企業 97社 100社以上 △ 

2 
参加した企業のうち、この事業をきっかけに働きやすさの取り組

みを実施した企業の割合 
54％ 50％以上 〇 

3 参加者（2期生）満足度平均【5段階】 4.8 4.0以上 〇 

4 参加者派遣・Action Day関与企業へのヒアリング 100％ 100％ ― 

Ａｃｔｉｏｎ Ｄａｙ 

日程：11月～1月 

内容：課題解決に向けた取組の”第一歩”を企画・運営 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度より、資生堂ジャパン㈱からいただいた企業版ふるさと納税と、㈱資生堂がもつ女性活躍支援のノウハウ、および山形市と包括連携

協定を締結している㈱Ridiloverが持つ人材育成のノウハウを活かし、公民連携で女性人材育成事業を実施しています。 

この事業は、山形市で生活する女性が抱える悩みや課題を自ら解決することを目指す探求型プログラムを実施することにより、地域で活躍する

女性リーダーの育成と若年女性の地元定着を進めるとともに、市内企業による好事例の創出を目的としています。 

令和５年度参加者（２期生）は、課題解決型ワークショップに取り組み、令和４年度参加者（１期生）は昨年度得られた成果等をさらに深掘り

するなどし、継続して課題解決に取り組んでいます。 

１・２期生とともに市内企業における女性活躍のさらなる推進と“女性が輝くまち山形”の実現を目指しております。 

ワークショップ 

日程：6月～2月（全8回） 

場所：男女共同参画センター・東京都区内 

内容：「企業内における女性活躍の推進」、「若年女性の地元定着」、

「企業内のＤＸ推進」をテーマに女性が抱える悩みや課題を

グループごと解決に向けて取り組む。 

参加者：市内在住,在勤,在学の女性19名（うち企業派遣13名） 

特徴的な内容 

5 名が補助講師

として、2期生へ

のアドバイスな

どワークショッ

プの運営をサポ

ート 

1期生の活動状況 

①取組内容について、市の政策との

結びつきを検討する。 

②1・2期生からより多くのサポート

と引き続き多くの企業からの参

加、協力をいただきながら、3 期

生向けのワークショップを進め

ていく。 

③参加者の自主的な活動を支援し、

市民活動としての女性活躍推進

につなげていく。 

～“女性が輝くまち山形”を目指した共同プロジェクト「まち、わたし、きらめく Women's
ウ ィ メ ン ズ

 Campus
キ ャ ン パ ス

山形」～ 

・女性人材育成事業で指標としている令和8年度までの長期成果指標 

指標 目標設定時数値 現状値 
目標値 

（令和8年度） 
評価 

1 市内企業の女性管理職の割合 12.6％ Ｒ元 
直近の調査結果 

21％ ― 

2 県内企業に就職した女子学生の割合 33.7％ Ｒ元 50％ ― 

3 
県外から市への女性転入者数 

－市から県外への女性転出者数 
△321人 Ｒ２ △572人 Ｒ４ 0人 ↘ 

 

・成果 

【企業での取組（セミナー参加企業への事後アンケートより）】 

・社内にWomen's Campusに参加した女性社員も含めたワーキンググ

ループを立ち上げ、女性活躍に関する取組を進めていく予定。 

・女性社員だけの意見交換会を行い、女性の率直な意見を聞く機会を

持つことができた。この意見を参考にしていきたい。 

【参加者（事業後アンケートより）】 

・東京ｽﾀﾃﾞｨﾄﾘｯﾌﾟの訪問先と連携して、新規事業を企画している。 

・Action dayがきっかけで資格を取得した。仕事の幅を広げること

ができている。 

 
・見込まれる成果 

・企画・立案・意思決定の段階から女性が関わる企業の増加、地域活

動における女性の活躍の場が多くなることにより、多様な価値観

や発想を取り入れた開発等や社会の実現につながる。 

・活躍する女性リーダーの姿がロールモデルとなり、若い世代が山形

で活躍していくための目標・手本となる。 

女性活躍推進トップセミナー 

グループ名 取組テーマ アクション内容 対象者

ｏｒａｄａ 女性の地元定着
独身男性向けの内面・外面の魅力アッ
プ講座

県内男性

ｍｏｈａｌａ 働く女性の支援
やりたいことを叶えるための思考整理
セミナー

県内女性

こども会議
子どもの居場所
づくり

放課後や休みの日に何をしたいかを
小学生が自由に考え、対話し、企画・
実行するイベント

小学生

こめラボ 食育 食を知り、食を楽しむワークショップ
小学生
コパル来館者

班 取組テーマ アクション内容 対象者

1
若年女性の
地元定着

女子高校生と山形市内企業の
若手社員との交流イベント

女子
高校生

2
企業内ＤＸの
推進

働きやすい職場環境の構築に
向けた企業ＤＸ実現に関する
意識改革セミナー

市内企業
社員

3
女性活躍推進
に関すること

男女ともに有意義な育児休業
の過ごし方

市内在住
の夫婦

4
企業内におけ
る女性活躍

アンコンシャス・バイアスを
認識した若手・女性社員との
コミュニケーションセミナー

市内企業
社員

5
女性活躍推進
に関すること

自分を知り、働きやすい・生き
やすいを生み出すワークショップ

県内女性

別紙① 
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令和６年度 男女共同参画事業計画（案）について 

 

１ 男女共同参画の推進 

（１）山形市男女共同参画審議会の開催  

男女共同参画施策の推進について審議するため、「山形市男女共同参画審議会」を開催する。 

第１回：６月１２日（水） 第２回：１２月中旬予定 

 

（２）山形市男女共同参画推進本部による推進 

第４次「いきいき山形男女共同参画プラン（令和４年度～８年度）」を総合的に推進し、男女

共同参画社会の実現を図るため、庁内に設置している「山形市男女共同参画推進本部（本部長：

副市長）」により、男女共同参画施策の推進を図っていく。 

①第４次「いきいき山形男女共同参画プラン」の進捗状況調査 

令和５年度事業の取組状況について全庁的な調査を行い、調査結果を山形市男女共同参画審議

会に報告し、広報やまがた及び市ホームページで公表する。 

なお、令和５年度における評価指標については、別紙②のとおり 

②市職員向け「男女共同参画ニュース」の発行  

職員の男女共同参画に対する理解を更に深めるため、庁内の情報ネットワークシステムを活用

し、男女共同参画に係る情報の提供を年２回以上行う。 

 

（３）市民団体との連携推進 

男女共同参画のまちづくりに向けて活動する市民団体の育成を図るとともに、団体の相互交流

の促進を図る。 

①女性団体の育成 

市民や行政との連携を図り、「男女共同参画のまち山形」の実現を目指して活動する女性団体

の活動を支援する。 

・山形市女性団体連絡協議会運営費補助金（予算額） ６００千円 

②ファーラ市民企画講座の実施 

男女共同参画社会実現を目的とする内容の事業を行う市民団体に対し、講座の周知広報、経費

等の支援を行う。 

・市民企画講座事業実施団体謝礼（予算額）３００千円 

 

（４）山形連携中枢都市圏連携事業による広域活用 

山形連携中枢都市圏連携協約の締結により、村山地域の７市７町による広域活用により圏域全

体において、男女共同参画意識の高揚に向けた啓発の充実を図る。 

 

２ 男女共同参画計画の推進 

（１）公民連携による女性人材育成事業（別紙③） 

まち、わたし、きらめく Women‘s Campus 山形 

①目的 

 企業課題や地域課題を解決できる女性リーダーの育成を目指す。 

 

資料２ 
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②事業内容 

・女性活躍推進トップセミナー 令和６年５月２９日（水）開催 

（1）講演： ㈱Will Lab 代表取締役 小安 美和（内閣府共同男女参画推進連携会議有識者議員） 

“女性活躍のその先へ”～男性も女性も働きやすく働きがいのある企業に向けて～ 

（2）パネルディスカッション コーディネーター 小安 美和 

              パネリスト①㈱資生堂 人財本部副ＣＰＯ 芦田 恵美子 

                   ②スズキハイテック㈱ 代表取締役 鈴木 一徳 

                   ③㈱ジョイン 専務取締役 武田 靖子 

                   ④井上副市長 

 ・探究型ワークショップ ６月から２月までの期間に８回実施 

   ・令和４年度・５年度参加者への継続支援【拡充】 

 

（２）市の審議会等委員への女性の参画推進 

政策・方針の意思決定過程での女性の参画を進めるため、市の審議会等委員に占める女性委員

の割合を令和８年度まで４０％（行政機関等の充て職を除いた女性委員の割合を５０％）とする

ことを目標に、積極的な女性委員の登用を働きかける。 

委員選任にあたっては、引き続きチェックシートを活用するととともに担当課と協議しながら

全庁的にさらなる女性委員の参画をすすめていく。 

また、各課へ市の審議会等の委員又は研修会の講師等としてふさわしい「女性人材バンク」を

活用してもらうために、情報の提供を行う。 

 

（３）男女共同参画意識の啓発 

①情報紙「ファーラ」の発行 

男女共同参画社会の形成を目指して、男女共同参画に係る様々な情報を広く提供するため、情

報紙を年１回（３月予定）発行する。 

発行にあたり、編集協力員２名により、企画・原稿執筆等を担ってもらう。 

・発行予定部数 ３，６００部 

②小・中学生用男女共同参画学習資料の配布 

市内の小学１年生、４年生、中学１年生用に全員に配布し活用の促進を図る。 

 

（４）働きやすい職場づくりのための啓発 

   男女がともに働きやすい・働きがいのある職場環境の整備を促進するための啓発を行う。 

①広報やまがたにおける事業所の紹介【新規】 

②イクボス制度の啓発 

③山形市役所管理職によるイクボス宣言の実施 

山形市役所内での「イクメン応援全力プラン」の実施 

 

（５）ＤＶ防止及び支援対策 

①ＤＶ対策庁内連絡会議の開催 

「配偶者等からの暴力」相談への対応に関し、庁内の関係課等の連絡会議を開催する。関係課

等が相互に連携しながら、ＤＶ被害者に対する適切な支援、取組みの推進を図る。 
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②相談窓口担当者研修会の開催 

ＤＶ被害者からの相談を受ける市職員のスキルアップを図るため、専門家による研修会を開催

する。 

③ＤＶ防止の啓発 

様々な機会をとらえて、ＤＶ防止のパンフレット等を配付するとともに、「女性に対する暴力

をなくす運動」週間（１１月２１日～２５日）に合わせ、市職員管理職によるパープルリボン

着用の取組みやＤＶ防止啓発パネル展示等により広く啓発を行う。 

  ④ＤＶ防止講座の開催 

   ＤＶ被害者や加害者にならないための人間関係の築き方や心のときほぐしなどを学び、ＤＶの

予防につなげるため、市民向けの講座を１回開催する。 

 

（６）性の多様性に関する理解促進への取組み 

   多様な生き方、多様な性を互いに認め合い、尊重できる社会づくりのため、性の多様性に関す

る理解促進と情報提供を図る。 

①性的マイノリティーに関する実態把握 

②教職員及び市民を対象とした性の多様性に関する理解促進講座の実施 

③リーフレット等による周知啓発 

④中学生を対象とした性の多様性に関する学習機会の充実（再掲） 

⑤性の多様性に関する図書コーナーの充実、パネルの展示 

 

３ 男女共同参画宣言都市事業 

（１）男女共同参画に関する作品募集 

男女共同参画宣言都市としての気運を醸成するため、男女共同参画に関して、自由な形式で思

いをつづる「一行詩」（大学・一般の部、中学・高校の部）の募集を行う。 

・募集期間 令和６年７月３１日（水）まで 

・審査期間等 【審査会】９月上旬開催、【結果通知】入賞者のみ、【表彰式】１０月下旬 

・入賞作品のＰＲ 広報やまがた、市ホームページへの掲載のほか、入賞作品集をまとめた

リーフレット、ポスターを作成する。 

 

（２）男女共同参画宣言都市関連事業 

①男女共同参画週間（６月２３日～２９日）にあわせたパネル展示 

  道の駅やまがた蔵王、男女共同参画センター４階を予定 

②男女共同参画宣言都市記念講座の開催 

開催日 内容 講師 募集定員 

令和６年 

６月28日(金) 

紫式部の女性論 

－作品と人生から考える－ 

東北文教大学短期大学部 

名誉教授 熊谷 義隆 
３０名 

 

③法律相談「女性の権利１１０番」の実施 

    令和６年６月２５日（火）午後１時３０分～３時３０分 男女共同参画センター４階 

県弁護士会所属弁護士による相談（面談または電話） 

先着１６名（予約制） 
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４ 男女共同参画センター事業 

（１） 学習事業 

①自主企画講座の実施 

 できる限りオンライン配信対応の講座とし、より多くの学習機会を提供する。 

講座種別 実施（予定）回数 

女性学講座 １回 

エンパワーメント講座 ２回 

男女共同参画講座 １回 

イクメン・イクジイ講座  ３回 

育児サークル交流研修会 ３回 

ＤＶ防止講座 １回（再掲） 

働く女性の講座 ２回 

女性活躍推進講座 １回 

健康講座 ４回 

性の多様性に関する理解促進講座 １回 

男女共同参画宣言都市記念講座 １回（再掲） 

②出前講座の実施 

・小中学校向け出前講座「いのちの学習」 １０校（第一小・第七小・明治小・滝山小・蔵王

第二小・本沢小・第一中・第八中・第九中・金井中）で実施予定 

・企業・事業所向け出前講座 １０事業所で実施予定 

③ファーラ市民企画講座の実施（再掲） 

 

（３）市民活動支援事業   

①ファーラ市民企画講座の実施（再掲） 

②貸館（貸室）事業の実施 

男女共同参画社会実現を目的として活動している市民団体に対し、ファーラの貸館を行う。 

 

（４）相談事業 

①一般相談【相談体制】女性カウンセラー、開館日毎日、週２７時間、予約制 

②法律相談【相談体制】弁護士、毎月第２・第３・第４金曜日、１６時～１８時、予約制 

③女性の健康相談【相談体制】助産師、随時            

 

（５）生理用品の無償配付 

   経済的な理由などで生理用品が困難な市内在住の女性からの申し出により、男女共同参画セン

ター窓口にえて、生理用品を無償で配付する。 

 

（５）情報収集提供事業 

男女共同参画に関する図書や他機関等の取組みなどの情報資料を収集し、市民への情報提供を

行う。 

 

（６）交流事業 

   男女共同参画センター４階の交流コーナーを小グループの打合せ等に使用できるよう開放する。 
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第４次プラン評価指標及び進捗状況（令和５年度） 

基本目標  指 標 名 
プラン策定時の状況 令 和 ５年 度 目標値 

年度 数値 数値 令 和８年 度 

基本目標Ⅰ 

男 女 共 同 参

画 社 会 の 実

現 に 向 け た

基盤づくり 

1 社会全体で男女平等と思う人の割合 R 元 16.6％  25% 

2 
社会通念や慣習・しきたりで男性優遇と感

じる人の割合 
R 元 77.7％  50% 

3 男女共同参画センター会議室等利用率 R 元 63.4％ 44.3% 65% 

4 
男女共同参画学習資料を活用した学級の割

合 
R２ 98.1% 100.0% 100% 

5 
県外から市への女性転入者数－市から県外

への女性転出者数 
Ｒ２ －321 人 ー671 人 0 人 

基本目標Ⅱ 

あ ら ゆ る 分

野 で の 男 女

共 同 参 画 の

実現 

6 

市の審議会等委員に占める女性委員の割合 

（うち行政機関等の充て職を除いた女性委員の

割合） 

R２ 
30.0％ 

(35.3%) 

27.5% 

(33.1％) 

40% 

(50％) 

7 女性人材バンク登録者数 R２ 75 人 64 人 100 人 

8 女性人材バンク年間活用件数（※１） R 元 73 件 7３件 100 件 

9 
市における女性管理職の割合（課長相当職

以上） 
R３ 19.5％ 18.７％ 30% 

10 
市内事業所における女性管理職の割合（課

長相当職以上） 
R 元 12.6％  21％ 

11 
山形県防災士養成講座を受講し、防災士資

格を取得した女性の数（市在住者） 
R２ ５人 18 人 11 人 

12 市内事業所における男性の育児休業取得率 R 元 20.9％  30％ 

13 
男性も育児・介護休業が取れることは賛成

だが、実際は取りづらいと思う人の割合 
R 元 69.6%  50% 

14 

男性の家事・育児・介護等への参加を促す

講座及び事業所対象のワーク・ライフ・バ

ランス等出前講座実施回数（※２） 

R２ 4 回 6 回 4 回 

- 
男性の 1 日平均家事時間 0 分の割合 

（モニタリング指標※3） 
R 元  3.6％   

基本目標Ⅲ 

安 全 ・ 安 心

な 暮 ら し の

実現 

15 ＤＶ相談窓口を知っている人の割合 R 元 73.8％  80% 

16 ＤＶ被害を相談した人の割合（※4） R 元 20.7％  50% 

17 
小中学生向け出前講座「いのちの学習」の

実施回数（※２） 
R２ 4 校 7 校 5 校 

18 健康講座の実施回数（※２） R２ 4 回 4 回 4 回 

19 
市内中学校・高等学校における女子生徒の

選択制服（スラックス）の導入校の割合 
R３ 62.1％ 93.1％ 100% 

- 
山形市における DV 相談件数 

（モニタリング指標※５） 
R２ 320 件 300 件   

※1 算出式 審議会への活用件数 ＋ 委員会等への活用件数 ＋ 講師等への活用件数 
※2 男女共同参画センターが実施する講座の回数 
※3 第 3 次プランで目標達成したため、数値目標は設定しないが、状況把握のためモニタリン

グ指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 
※4 算出式 配偶者からのＤＶ被害経験ありと答えた人の割合 － 相談状況で「どこにも相談しなかっ

た」と答えた人の割合 － 相談状況で「無回答」の人の割合 
※5 ＤＶ相談受付件数の増減が、必ずしもＤＶ被害の増減と一致するとは言えないため、数値目標は設定

しないが、状況の把握のために、モニタリング指標として位置づけ、継続的な調査を実施する。 

別紙② 
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女
性
活

躍
推

進
セ

ミ
ナ

ー
５

月

６
月

２
月～

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（

計
8回

）
テ

ー
マ

：
「

企
業

内
に

お
け

る
女

性
活

躍
の

推
進

」
「

若
年

女
性

の
地

元
定

着
」

な
ど

を
予

定
（

特
徴

的
な

取
組

み
）

・
ビ

ュ
ー

テ
ィ

セ
ッ

シ
ョ

ン
・

取
組

先
進

企
業

（
東

京
）

で
の

研
修

・
市

関
係

部
署

と
の

意
見

交
換

【
新
規

参
加

者
公
募
】

１
１
月

～
１
月

A
c
t
i
o
n
D
a
y

課
題

解
決

の
た

め
の
ア

ク
シ

ョ
ン

イ
ベ

ン
ト
を

企
画

・
実

施

１
月

活
動

発
表
会

活
動
報

告
・
講

評

講
評

者
：

市
長

ほ
か

令
和

４
年

度
・
５

年
度

か
ら

の
継

続
参

加
者

に
よ

る
活

動

こ
れ

ま
で

取
り

組
ん

で
き

た
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

、
課

題
を

改
め

て
整

理
し

、
解

決
に

向
け

た
企

画
を
実

施

・
5月

の
セ

ミ
ナ

ー
か

ら
1月

の
活

動
発

表
会

ま
で

の
企

画
・

運
営

へ
の

参
加

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
お

け
る

補
助

講
師

（
メ

ン
タ

ー
）

2
月

交
流

会

W
om
e
n’

s
Ca
mp
us
参

加
者

と
活

動
に

興
味

の
あ

る
市

民
等

の
交

流
会

○
市

の
政

策
と

の
結

び
つ

き
を

検
討

○
自

主
的

な
活

動
を

支
援

○
令
和

６
年

度
事

業
内

容

公
民

連
携

に
よ

る
ま

ち
、

わ
た

し
、

き
ら

め
く

「
Wo

me
n’

s 
Ca

mp
us

山
形

」

別紙③
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